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一昨年に新たに発足した JACの会則では、役員の任期は 1年間と規定されています。 
これはそれまでの会則を踏襲したものですが、新会則のもとで 2 年間を経過し、さまざ

まな活動を行ってきた結果、1年間の任期では活動内容の検討や準備、加えて新人オリエン

テーションや総会、その他のルーティン活動に追われ、新たな企画をゆっくりと考える余

裕がないという感想を持つに至りました。特に、例外的ではありますが、今年度のように

大型のイベントを実施する場合には他の活動はストップせざるを得ないのが現状です。 
また、会則では再任を妨げないものとされていますが、毎年、新たな候補者を募り、改

選の手続きをすることも、限られた任期を煩雑な事務に費やすことにつながっています。 
当然のことながら、会費は 1 年ごとに会員の皆さんに納入をお願いしており、選出され

た役員会は各 1 年の活動計画および予算案を作成し、皆さんのご承認を頂いた上で、その

実現に努力するものですが、新たな企画も構想し、常に時代に合った新鮮な JAC活動を進

めていくため、以下のように、会則を改正したく、2004年度役員会として同窓生の皆さん

のご承認を求めるものです。 
昨年に続き、頻繁に会則を改正することは出来る限り回避したいと思っておりますが、

新生 JACとして効果的な運営を模索する中で、皆さんのご理解とご協力をよろしくお願い

申し上げます。 
 
 
＜現行規定＞ 
第六条 役員 

４．役員の任期は 1年とする。但し、再任は妨げない。 
 
＜改正案＞ 
第六条 役員 

４．役員の任期は、1年後に当人の辞任の意向がある場合を除き、原則として 2年とす

る。なお、再任は妨げない。 
 
 

なお、この改正案は JAC 会則第 10 条に基づき、ご返信頂いた同窓生および総会に出席

された同窓生の総数の 3分の 2以上の承認をもって成立します。 
 
 


